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発声・発言・発話に代表される言語行動
にかかわる一連の英語動詞群分析
伊藤幸
はじめに
人間の社会生活における，言語行動の意義は，今更，言うまでもなく，既に
｢SPEAKとＴＡＬＫを代表とする意味場の分析」で，その概略を把握，周辺
部は，いわゆるｂｏｄｙＪａ噌ｕａｇｅにつながって行くこと，そして，核心部は，
いくつかの実例を挙げた上，更なる包括的分析の余地があることを記した。
顔の一部の口の機能，あるいは口自身を連想させ，外なるものを内に取り入
れるＥＡＴ・ＤＲＩＮＫ等とは対立，むしろ鼻を連想させるＢＲＥＡＴＨＥ等を口
で行なうことで，内なるものを外に出す行動であると，言って見れば「五感他
の精神生理的機能を連想させる英語動詞群の意味分析」での図式を，暗に想定
してのことであったが，本稿では，それらに，より密着して，個人の内的世界
を支点に，解明を計る。
念頭に置くのは「精神的変化だけでなく物理的・行動的変化を連想させる一
連の英語他動詞群分析」で，精神的刺激は，より直接的には，思考面よりも感
情面に影響，いわば喜怒哀楽として，本稿では枠外の肉体行動は別としても，
言語行動，それも前言語として，反射的に『発声』に表出するのではないだろ
うか。そこで，冒頭に掲げた分析に加え，「音を連想させる英語動詞群の意味
分析一も，出発点として踏まえざるを得ない。
感情面でも，二次的な，好き・嫌いは，発声よりも「発言」に直接的に表示
されないだろうか。「精神的変化を連想させる英語他動詞群の意味分析」での
快・不快の刺激に対して，前後することも含めて，「好意的及び非好意的関
係・反応を連想させる英語動詞群の意味分析」での好意的・非好意的反応が呼
応する。そこで「好意的及び非好意的だけでない精神的・行動的反応や態度を
連想させる英語動詞群分析」も加え，それらで不問に付したり，言及を控えた
言語行動との関係を明示することになる。
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感情面と思考面とは，明確には区別出来ないが，それでも，むしろ思考面
に，より多く影響，間接的に『発話」として表現されることはないだろうか。
理性や知性が関わり，そこで￣ＫＮＯＷ及びTIIＩＮＫに集束する意味場の構造
分析一で，抽象的に論じられた喬語との関係を，具体的に，特に『知識」を前
面に出して，指摘することになる。
以上，まずは，それぞれの｢]己の内的世界の反射的表出としてのｒ発声』
を，次に，直接的表示としての『発言」を，更に，間接的表現としてのＴ発
話』を考察，加えて『まとめ』として，それらの延長線上に乗るであろう文字
言語にも言及する。
発声(:）
精神的変化を生じさせる刺激を精神的刺激と呼び，特に，反射的に何らかの
感覚や感情を喚起し，即，声をあげさせる状況を話題とするならば，そこには
物理的・肉体的刺激も含まれ，且つ，重要となる。そして五感に関して過度な
刺激は，どれも痛覚に通じ，精神的変化を生じさせ，有機感覚ともなり得るの
で，まずは生理的音声から考える必要があろう。
《非言語音》風邪を引いて咳をするのは，随，吃逆，ゲップをするのと同
様に，明らかに生理的なことであるが，空咳をしたり，咳払いをするとなる
と，意図的にも可能な欠伸をする，溜息をつく，に近いのか，それとも，唾を
吐く，鼻を鳴らす，に近いのだろうか。情況によっては，それぞれ，生理以外
の意味を持つことになる。
この様な特別な呼気でなくても，口腔や艸腔は共鳴し，風邪；|きならゼー
ゼー言うし，鼻詰まりなら，就湛中でなくても軒を掻くし，太った人は鼻息が
荒い。健全な人でも，激しい連動後は息が上がって，喘ぎ，UIllき，捻り，とき
には，嬬声と聞き粉われることもあるか。また，瞬間的に力む場合，気合いを
入れて，掛け声を掛けて，稔り，雄叫びをあげることもある。
同様に，激痛や鈍痛を感じ，ハツと息を飲むと同時に，叫び，Ｕ叩く。継続的
な拷問であれば，悲鳴をあげ，絶Ⅲ}し，人間とは思えない遠吠えや金切声を発
し続けるか。実際に危害が加えられなくても鯖１膳や恐`怖感，あるいは憎悪感か
ら，つまり文字通りの精神的刺激で，｜司様な声をあげる可能性がある。
しかし，これらの声は，遊園地の，いわゆる絶叫マシーンを楽しむ人々の口
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からも聞こえて来る。歓声なのか，悲鳴なのか，感極まった状態なので区別が
つかないが，それぞれ，非言語音を伴なわない場合も含めた様々な「笑い＿
に，￣泣き＿につながって行く。
《言語音》以１２の非言語音を発する意の動詞群は，どれも，その非言語音
を発しながら喋ることも，また，その非言語音に近い声で，一言であれ，ある
いは，地声であれ，喋ることも意味する。そこで，まだ喋れない乳幼児が，は
しゃぎ騒ぐのも，大人が酒宴で浮かれ騒ぐのも，声帯の多様さによる違いは
あっても，これらの動詞群からの適用が可能である。
より寛いだ日常の，お喋りでも笑い声は絶えない。時間潰しの雑談は，噂話
に加え，各人の自慢，愚痴，不満などの打ち明け話に終''二，手前も気にせず，
むしろ大声で，ペチャクチャと早口であり，格式ばらずに省略して喋る事が多
く，部外者には，チンプンカンプンである。ここでも獣や鳥の鳴き声に似て，
それらの動詞表現が適用される。
ついでながら，特徴ある口調を示すと，わざとらしく気取って，ゆっくり
と，物憂気に，浮き浮きして，とうとうと，唾を飛ばして，そして，激しく，
`慌てて，吃って，更に，震え声，唄れ声，鼻声，低い声で，等であろう。その
上，ここでも人間離れした大声での，怒鳴る，喚くも記さざるを得ない。とこ
ろで，感嘆するのには，特に大声は必要としない。対立する小声では，耳打ち
してヒソヒソ噸き，口を余り開けずにポソポソ咳く。
咳くのは一人言の呪文かも知れない。折端することも含めて，神に祈ること
になるが，異言語なのか，二度と言えない様な言葉を暗唱し，ときに歌う様に
繰返し，あるいは朗読することもあるか。宣誓する，それと紙一重の罵って悪
態をつく，も，ここに加えておこう。興奮して何かが乗り移った様な罵声に，
折角のウイットに富んだ表現も聞き取れない。
ところで，既述した非言語音は，指摘したもの以外も，大凡，意図的に発す
ることが可能であるが，言語は，それぞれに標準的な言語音，いわゆるオノマ
トピアを準備している(2)。そこで，イザとなった時には，それを意識すること
がある。特に，多種多様な掛け声には，その傾向が強く，また，意識させる程
に，呪文の様な恐意的なものもある。
また，動物の鳴き声や，機械の音，自然の音までも，そっくりに口真似する
人がいるが，元来，窓意的な言語音と同類の，口笛，舌打ち，舌鼓など，口を
鳴らすことが基本となるか。一・万，意図的にしか発せられないはずの言語音
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が，寝言や讃言として，口から漏れることがあるが，人の声を真似る九官鳥な
どのそれとはまったく異なることは言うまでもない。
発 言馴
好き・嫌いは快・不快の感覚や感情と呼応し，元来，本能的な，生理的なも
のなのかも知れないが，言語能力を習得して行くにつれ，個性豊かなものとな
り，価値観を含め，本人そのものとなって行く。そして，どこにでも潜み，発
せられた声の音量や音調にも感じ取れるが，むしろ，発する言葉に表示される
のではないだろうか。
《好き・嫌い》好き・嫌いを連想させる動詞群の中から，主に言語による，
あるいは言語によってもなされ得るものを指摘することになる。直接的な言葉
で明言せずとも，そして隠して樋きたくても，様々な発言に現われ出る。
素崎しいとか，良いとかで，番める，称賛する，に好意的言語行為は集約さ
れないだろうか。推賞することも含めて，当然，意見を求められなくても同意
するし，容認，承認することになる。加えて，事有らば，多分，弁護，擁護す
るであろう。一方，非好意的言語行為は，悪口を言う，中傷する等，非難する
ことに集約される様に思われる。意見を求められれば不同意を示し，異議を唱
え，反対する。否定，否認して拒絶，ときには潮り，罵ることにもなるか。そ
して事有らば，多分，抗議するだろう。
具体的発言は，例えば，野球やサッカーの品眉チームの試合が今にも始まろ
うとする時に耳にする。好意を寄せる味方チームの選手には，勝つ様に願い，
頼み，求め，更には命じる。そして試合が始まれば，歓呼し，助言し，応援す
る。敵チームの選手には悪口雑言，罵言雑言。試合後は，品眉チームが勝てば
祝福し，誉め称え，負ければ，同情し，哀れみ，時には慰めるか。好き・嫌い
が，いつのまにか，勝ち．負けの固執へとつながって行く。
《人間性》人間関係においては，快・不快を与えた人には，そのまま，快・
不快の反応が帰って来るだろうか。それも，まずは，言語行動による可能性が
大きいが，相手の感性に左右されることは言うまでもない。ここで敢えて記す
とすれば，不快にする反応は，侮辱する，あるいは威す，威かすであり，快に
する反応は，その反対の，宥め，慰め，元気づける，であろうか(4)。更に，感
動させ,楽しませるも加えておこう。
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これらは，むしろ単純であり，正に複雑な，と思わせる言語行為がある(5)。
ストレス解消のためにも，好き・嫌いは言うべきであるが，憎まれるのも困り
物，そこで礼儀正しく，挨拶のつもりで誉めたとする。と，相手は，嫌味だ，
侮辱された，と怒ることはないか。確かに，世間では，その様な意図で答める
ことがある。あるいは，否，お世辞だと謝しがられることもあろう。当然なが
ら，取り入ろうと媚び調う人も，利用してやろうと煽てる人も居る。
この様な場合だけでなく，相手に真意が伝わらず，逆に．口が巧い，嘘つき
であると決めつけられることはないか。しかし，本当に嘘をついたとしても，
相手を傷つけまいとして，あるいは，そうせざるを得なかった場合だってあ
る。勿論，相手を楽しまそうと冗談で嘘をつく場合だってある。
相手を誉める，のではなくて自分を誉める，つまり自慢する人もいる。ここ
では，その傲`慢さが問題となるが，ときに，優越性を示すべく大言壮語して相
手を侮辱することになったり，威張ることで相手を苛めることになったりもす
る。でも，法螺をl次ぐ場合には，冗談として面白がられることもあるか。
自尊心は，自分を誉めるだけでなく，弁護もする。自分から謝罪すべき時
に，口実を設け，自分自身を正当化し，弁明，弁解するのである。更に，責任
転嫁まですれば，その自尊心は虻蜂取らず，初めの意図とは異なって，裏目に
出ることになる。
非好意的言語行為にも，複雑なことが起こる。非難するにしても，上の者が
下の者を叱責，否，叱侘した場合，説教された，侮辱された，と逆恨みする感
性のない相手も居れば，忠告して貰った，と感謝する相手も居る。そして，特
に思春期の若者にとっては，たった一言が人生を変える可能性もある。
発話
言語行為は，大凡，機嫌を含めた，寓怒哀楽や，好き・嫌いの感情から発す
ることが多いが，今迄の記述から理解されただろうか。しかし，何を壜言おう
と，複語文は言うまでもなく，一語文であっても，その脈絡において，言語が
論理性を準備しており，その人の知識や思考が表現される。そして，明らか
に，その論理性に加え，知識や思考を意図した言語行為もある。
《主張》一人言を言うSOLILOQUIZEをどの様に解釈するか，問題では
あるが，既述した状況も含め，考えられているよりも多い様に思われる(6)。そ
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れでも大凡の言語行為には相手が存在する。そして，一般的に，話し合うのは
ＣＯＮＶＥＲＳＥで，既述した日常の噂話などの会話が含まれるが，ここでは，
然るべき話題で議論するDISCＵＳＳを考える。
ある見解を主張するＡＲＧＵＥは，説得する意も持つ。それも否定的に，な
らＣＯＮＴＲＯＶＢＲＴである。賛否で対立して討論するのはＤＥＢＡＴＥ，感情
的にならＤｌＳＰＵＴＥで，ＷＲＡＮＧＬＥも加えておこう。勢い余って'三1論する
のはＱＵＡＲＲＥＬで，ＦＵＳＳは騒ぎ立てることか。特に，つまらない事では
ＢＩＣＫＥＲで，ＳＱＵＡＢＢＬＥは手のひとつもlIjる゜小競合いするのはＳＰＡＴ
で，その遣り合いを強調すれば，比楡的にＳＰＡＲ，ＢＡＮＤＹである(7)。
一方，結論を求めて交渉するのはＮＥＧＯＴＩＡＴＥである。特に，紛争解決
のためならば，外国語，否，仏語を連想させるＰＡＲＬＥＹで，また，商談す
るＢＡＲＧＡＩＮには，当然，値切るＤＩＣＫＥＲ，ＨＡＧＧＬＥの意が含まれる。
更に，協議するのはCONSULT，ＣＯＮＦＢＲで，前者は関与する人を，後者
は，むしろ行なわれるであろう会議を連想させるか。
自由に話し合えば，相手の話しの際中に，不意に言葉を差し挟むINTER-
JECT，不意に叫び出すＥｊＡＣＵＬＡＴＥ，遮るＩＮＴＥＲＲＵＰＴ，口出しする
ＩＮＴＥＲＦＥＲＥも起きる。そして，返答するのはＲＥＴＵＲＮであるが，ＲＥ‐
ＪＯＩＮは更に，‐言い返す意も持ち，RETＯＲＴは逆振を食わす意まで持つ。感
情的になって誇ればＴＲＡＤＵＣＥ，ＶＩＬＩＦＹ，ＤＥＴＲＡＣＴが適用されるが，
異議を唱えるＩＭＰＵＧＮと同様に，反論，反駁する意も持つ。
その際に，むしろ冷静に，証言するのはWlTNESS，そして，誤っている
ことを証明するのはＣＯＮＦＵＴＥ，ＲＥＦＵＴＥで，更にＲＥＢＵＴも加えてお
こう。論争するＣＯＮＴＥＮＤ，CONTESTは，それぞれ，｝袰張する意，異議
を唱える意を持ち，言葉で遣り込め，黙らすのはＳＱＵＥＬＣＨである。
そこで，協議など，関与する人の数が増えれば，誰かが，議長をするＰＲＥ‐
ＳＩＤＥも必要となる。また，妥協すべく前言を取り消すＵＮＳＡＹ，自説まで
も撤回するＲＥＣＡＮＴも必要であろう。一度，話が暗礁に乗り上げれば，人
が，中に入るＩＮＴＥＲＶＥＮＥ，取りなすＩＮＴＥＲＣＥＤＥ，仲直りさせるＲＥＣ－
ＯＮＣＩＬＥも必要となるか。
これらに至る以前に，音や声や言葉を発するのはＵＴＴＥＲ，一語から演説
まで，喋るのはＳＰＢＡＫ，その際，相手の存在を強調するとＴＡＬＫ，一言で
あれ，発せられる言葉を強調するとＳＡＹで，ＳＴＡＴＥは慎重さを暗示し，格
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式ばつた表現であろう。そして，その言い回しを強調するとＰＨＲＡＳＩＺ，内面
を外に出すことではＥＸＰＲＥＳＳである。また，はっきり発音することを含め，
明言するのはＰＲＯＮＯＵＮＣＥ，ＥＮＵＮＣＩＡＴＥである。
その内容に関して，気付いた事を一言述べるのはＲＥＭＡＲＫ，それが観察
に基づくならばＯＢＳＥＲＶＥで，重要性を暗示するのがＮＯＴＥである。そこ
で，論評すればＣＯＭＭＥＮＴ(-ＡＴＥ）であり，ある事に言及していることを
強調すればＭＥＮＴＩＯＮである。後者は，単に，名を挙げるＮＡＭＥ，列挙する
ＥＮＵＭＥＲＡＴＥのこともある。言及するにしても，直接的にならばＲＥＦＥＲ，
あるいはＡＤＶＥＲＴで，間接的にならばＡＬＬＵＤＥである。
言い難い事なので，灰めかすのはＩＮＳＩＮＵＡＴＥで，それも，間接的になら
ばＨＩＮＴで，相互にとって重要な事であればｌＮＴＩＭＡＴＥである。また，提
案，提唱するにしても，控え目にはＳＵＧＧＥＳＴで，PROPOSEは積極的
に，である。以上，自分の意見を述べるならばＯＰＩＮＥであるが，前に出すこ
とを強調すればＡＤＶＡＮＣＥ，表に現わすことを強調すればＲＥＰＲＥＳＥＮＴ
で，ＳＵＢＭＩＴは具申する意である。
言い立てるのはＡＬＬＥＧＥで，考えた挙句の結論であればＣＯＮＣＬＵＤＥ，
それも背定するのはAFFＩＲＭ，主張するのはASSＥＲＴで，更に，既出の
ＡＲＧＵＥも加えておこう。一方，否定して主張するのはPROTESTである。
どれも，公然と行なえばＤＥＣＬＡＲＥ，更にＡＶＯＷで，公式的な場合もあり
得るのがPROFESS，更にＰＲＯＣＬＡＩＭも，ここに加えられ得る。主張する
にしても，譲らずＭＡＩＮＴＡＩＮ，同じ事を一貫してINSIST，執勧に繰返し
PERSIST，忍耐強く飽くまでＰＥＲＳＥＶＥＲＥもある。
未来を含めて，未知の事に関して，請合うのはＷＡＲＲＡＮＴ，ＧＵＡＲＡＮ－
ＴＥＥ，更にＵＮＤＥＲＴＡＫＥで，それが，確かであることを強調すればＡＳ‐
ＳＵＲＥ，ＥＮＳＵＲＥで，賭けても良い程であればＢＥＴ，ＷＡＧＥＲである。
ＡＶＯＵＣＨも保証する意を持つ。誓うのはＳＷＥＡＲ，更にＣＯＶＥＮＡＮｍ
ＰＬＥＤＧＥも加えておこう。約束するのはＰＲＯＭＩＳＥである。そして，これ
らは，仮定する，予言する，へとつながって行く(8)。
《質問・伝達》一面識もない人に，何らかの情報を得ようと，あるいは，その
他の|=|的で話し掛ける，とする。まず，近づいて話し掛けるのはACCOSTで，
呼び掛けることを強調すればＡＤＤＲＥＳＳ，呼び止めるのはＷＡＹＬＡＹ，大
声で呼び寄せるのはＣＡＬＬで，ＨＡＩＬは声の届く範囲内であろう。ついでな
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がら，点呼などの為に複数の人を集合させるのはＭＵＳＴＥＲである。
快く相手をしてくれれば，儀礼的であれ，挨拶をする(9)。GREET，更には
ＳＡＬＵＴＥが適用されるか。感謝の辞を述べればＴＨＡＮＫ，それも，厚くは
ＡＰＰＲＥＣＩＡＴＥ，強くはＡＣＫＮＯＷＬＩＤＤＧＥである。そして自分自身を，且
つ，何用であるかを紹介するのはＩＮＴＲＯＤＵＣＥである。
しかし，相手によっては，無視する，あるいは罵る等，拒絶反応を示して去
る者もいるが，丁寧に断わる者も居る。お互いに立場は異なっても，自分の無
礼を謝罪することになればＡＰＯＬＯＧＩＺＥで，ついでながら，弁解するのは
ＰＡＬＬＩＡＴＥ，正当化するのはJUSTIFYである。許して欲しい，というこ
とでも，重大なことではＦＯＲＧＩＶＢ，些細なことではＥＸＣUSE，より丁寧
にならＰＡＲＤＯＮである。どれも，そのまま発話中にも使用される。
本題に入って，一般的に，尋ねる，問う，はＡＳＫであり，頼む，求める
意も持つ。より形式的にはＩＮＱＵＩＲＥであろう。確かめるASCERTAINや
CONFIRMの意も含め，情報を求めるのはＱＵＥＲＹ，疑問を持っては，
CROSS-も時につくQUESTＩＯＮで，ＩＮＴＥＲＲＯＧＡＴＥは尋問することだ
ろうか。厄介な質問をするのはＨＥＣＫＬＥ，質問し続けるのはＰＵＭＰ，その
ことで，何かを教えようとするのがＣＡＴＢＣＨＩＺＥである。ついでながら，
謎掛けするのはＲＩＤＤＬＥである。
質問に答えて貰おうとすることも含め，乞い求めるのはＢＥＧで，物貰いを
連想させる。むしろ懇願するのはＩＭＰＬＯＲｎＳＵＰＰＬＩＣＡＴＥである。文語
的なＥＮＴＲＥＡＴ，BESEECHも記しておこう。更にＰＲＡＹも加えられ得
る。願うより主張するのはＰＬＥＡＤであろう。ＳＯＬＩＣＩＴは，更に勧誘する
意も持つ。その意ではＩＮＶＩＴＥが，更に，訴えるＡＰＰＥＡＬが挙げられ，共
に魅力を暗示するか。
仲間内ならば，無理も通って，頼むより求める，更には，命じることも出
来るだろう('0)。それでも，より丁寧に頼むのはＲＥQUEST，より強くなら
ＤＥＳＩＲＥである。要求する，命じるということではREQUIRE，大胆になら
ＤＥＭＡＮＤで，ＣＬＡＩＭも加えておこう。むしろ命じるのは，文語的なＥＮ
ＪＯＩＮに加えて，注文する意も持つＯＲＤＥＲであり，然るべき立場からであ
ればＣＯＭＭＡＮＤである。
以上の言語行為に対して，総括的に，ＩＮＴＥＲＶＩＥＷを敢えて挙げておく。
それに対して，一般的に，答えるのはＡＮＳＷＥＲで，より慎重にはREPLY，
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より格式ばってはRESPONDである。一応，好意的対Ｉ血をしてくれても，積
極的に，ばかりではないことは言うまでもない。
いい加減に扱うのはＰＡＬＴＥＲ，それも，軽薄にならＴＲＩＦＬＥである。言
い逃れをするのはＦＥＮＣＥ，巧みにはＰＡＲＲＹで，ＤＯＤＧＥは誤魔化す意
も持つ。戯言を並べてならＦＵＤＧＥ，無駄ＵをたたいてならＷＡＦＦＬＢ，庇
理屈や駄酒落でならＱＵＩＢＢＬＥ，暖昧な言葉でならＥＱＵＩＶＯＣＡＴＥであ
る。結果として，嘘を言っていることになるのがＰＲＥＶＡＲＩＣＡＴＥで，提造
を強調すればＦＡＢＲＩＣＡＴＢＣＯＮＣＯＣＴであろうか。
明らかに嘘をつくのはＬＩＥで，話し掛ける側にも，あり得ることであろう。
一般的に，人を鵜すのはＤＥＬＵＤＥ，それも，我が身の為に，を暗示するの
がCＨＥＡＴで，ＤＥＣＥＩＶＥは相手を信じさせることを強調する。甘言でなら
ＣＯＡＸ，それも，むしろ煽ててならＣＡＪＯＬＥで，思いを遂げるべく，欺く，
唆す，へとつながって行く('１)。
その結果か，どうかは別として，意に反して，口を滑らすのはＢＬＵＲＴ，
ＢＬＡＢであろう。一般的に，漏らすのはＬＥＡＫで，ＤＩＶＵＬＧＥは隠してお
くべきであったことを強調する。ついでながら，むしろ視覚に訴える如く，見
せるＲＥＶＥＡＬ，明かすDISCLOSE，晒すＥＸＰＯＳＥも加えておこう。内容
によっては，告げ口するＳＮＩＴＣＨ，密告するＢＥＴＲＡＹも適用される。
更に，自分の事に関してであれば，微梅することも含めて，目白するのは
CONFESSで，相手を信頼して打ち明けるのがＣＯＮＦＩＤＢで，UNBOSOM
は心中を打ち明けることである。ついでながら，相手の意見を認め，同意し，
白状するのはＡＤＭＩＴで，文語的なＡＣＫＮＯＷＬＥＤＧＥもある。
これらは，別の観点からなら，情報を提供，伝達することにはならないだろ
うか。告げて教えるのはＴＥＬＬ，語るのはＴＡＬＫ，知らせるのはｌＮＦＯＲＭ
で，更に，文語的なＡＰＰＲＩＳＥも加えておこう。情報を分け合う，というこ
とではＩＭＰＡＲＴ，運ぶ，ということではＣＯＮＶＥＹ，送る，ということでは
ＴＲＡＮＳＭＩＴで，遠距離の伝達も暗示する。
更に，見方を変えると，世間とのつながりを連想させて(12)，知らせるＡＮ‐
ＮＯＵＮＣＥにつながって行くが，報告するのはＲＥＰＯＲＴである。公けにす
るのはPUBLISHで，ＰＵＢＬＩＣＩＺＥは宣伝する意も持つ。その意ではＡＤ‐
ＶＥＲＴＩＳＥも挙げざるを得ないが，触れ回る意を含む。放送するＢＲＯＡＤ‐
ＣＡＳＴは，当然，吹聴する意も持つ。ついでながら，人の話も，商品と同様
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に受け売りする，ということなのであろうか，ＰＥＤＤＬＥ，ＨＡＷＫ，ＲＥＴＡＩＬ
も噂を言い触らす意を持つ。
《説明》('3）自分を意識した《三１ﾐﾘ長》であれ，他を意識した《質問・伝達》
であれ，説明することは重要で，不十分ならば，屡，求められる。－.般的に，
分かり易く説明するのはＥＸＰＬＡＩＮで，ＥＸＰＬｌＣＡＴＥは格式ばった表現
か。対象が難解であることを暗示するのがＥＸＰＯＵＮＤである。特に，理由
を説明するのはＡＣＣＯＵＮＴで，それも，理性，論理によることを強調すれ
ばＲＡＴＩＯＮＡＬＩＺＥ，ＲＥＡＳＯＮであろう。そのことで，相手を説得するの
はＰＥＲＳＵＡＤＥで，ＣＯＮＶＩＮＣＥは，むしろ，納得させることか。
特に，意味に関して，解明するのはＥＬＵＣＩＤＡＴＥ，一般的に解釈するのは
ＩＮＴＥＲＰＲＥＴ，それも，文法的に明らかにするのはＣＯＮＳＴＲＵＥである。
同じ言語内で，やさしく言い換えるのはＰＡＲＡＰＨＲＡＳＥ，異言語でならば
ＴＲＡＮＳＬＡＴＥである。RESTＡＴＥは繰返して言うだけでなく，言い換える
ＲＥＷＯＲＤの意も持つ。注意深く定義づけるのはＤＥＦＩＮＥで，絵なども含
めて叙述するのはＤＥＳＣＲＩＢＢＤＥＰＩＣＴであろうか。ついでながら，絵や
図表で説明するのはＩＬＬＵＳＴＲＡＴＥである。
説明は，より詳しく述べることでもなされるだろう。詳述するのはＥＸＰＡ‐
TIＡＴＥで，順序良く数を数える様に遺漏なく，はＲＥＣＯＵＮＴで，経緯を物
語るのはＮＡＲＲＡＴＥ，ＲＥＬＡＴＥである。比噛的に，拡大して，詳しく，は
ＡＭＰＬＩＦＹ，脹らませて，くどくどとはＤＩＬＡＴＥである。
詳述することで，長々と話すことを強調すればＤＩＳＣＯＵＲＳＥである。あれ
これ立場を変えながらはＴＲＡＶＥＲＳＥ，取り留めもなくはＭＥＡＮＤＥＲで，
共に比噛か。内容や口調によっては演説するＯＲＡＴＥが適用されるが，これ
には，話し掛けるＡＤＤＲＥＳＳや，言葉を配るということか，ＤＥＬＩＶＥＲも
適用される。あるいは講義，講演をするＬＥＣＴＵＲＥも適用され得るが，説教
する意も持ち，教会でのＰＲＥＡＣｌｌへとつながって行く(M)。
長々と話していれば，部分的に繰返すこともあるだろう。両者を意味するの
がＲＥＨＥＡＲＳＥで，暗唱する意も持つ。一般的に，繰返すのはＲＥＰＥＡＴ
で，意味も理解せず，オウム返しするＰＡＲＲＯＴの意も持つ。ＩＴＥＲＡＴＥ
も，ここに加えられ得るが，ＲＥＩＴＥＲＡＴＥは，何度も，を強調するか。特
に，要点を繰返すのはＲＥＣＡＰＩＴＵＬＡＴＥである。
要点を繰返す，ということは要約するEPITOMIZEにはならないのだろう
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か゜話の後で概要を纏めるのはＳＵＭ(-ＭＡＲＩＺＥ)，前以てならＢＲｌＥＦであ
る。比lIiii的には，絵の如く，横顔を，輪郭を，骨子を描くＰＲＯＦＩＬＥ，ＯＵＴ－
ＬＩＮＥ，ＳＫＥＴＣｌｌも適用される。重要な部分を取り出すのはＡＢＳＴＲＡＣＴ
で，ＣＯＭPRESSは圧縮することで，逆に，難解にもなり得る。
繰返すにしても，自説の，具体的実例や証拠として，理解を促すべく，引用
するのはＣＩＴＥである。準えるＬＩＫＥＮのため，もあるが，引用を間違えれ
ば，話は迷走し，より難解になるか。しかし，単に，言及するか，列挙するだ
けの場合もある(:5)。より具体的に，引用符までも連想させるのがＱＵＯＴＥで
ある。それも抜粋したことを強調すればＥＸＴＲＡＣＴで，取り出すことを強
調すればＥＸＣＥＲＰＴである。
この様に繰返すことは，理解を促す為であると共に，強調する為でもあろ
う。一般的に強調するのはＥＭＰＨＡＳＩＺＥである。ＳＴＲESSも加えられ得る
が，強く発音して，且つ，力説するＡＣＣＥＮＴＵＡＴＥの意も持つ。その意で
はＵＲＧＥも記さざるを得ない。ついでながら，下線を引くＵＮＤＥＲＬＩＮＥも
適用される。一方，誇張するＥＸＡＧＧＥＲＡＴＥも強調することにはならない
のだろうか。ＯＶＥＲＳＴＡＴＥも加えておこう。ＯＶＥＲＤＯは，誇張に関して
も，度を過ごすことになるが，逆に，控え|=|に言うＵＮＤＥＲＳＴＡＴＥも，誇張
していることにはならないか。
誇張することは，駄酒落を言うＰＵＮ，などと同様に，言葉遊びであると解
釈すると(16)，冗談を言うＪEST，ＪＯＫＥ，ＪＡＰＥに含まれることになるだろ
うか。その冗談を言うことを，戯言を言うＰＩＦＦＬＢＴＷＡＤＤＬＥとして一
笑に付すか，警句を吐くＷＩＳＥＣＲＡＣＫ，ＱＵＩＰとして認めるか，解釈は，
これもまた，聞き手に委ねられることになる。
まとめ
本稿で言及した口頭言語に関す英語動詞表現は，大凡，文字言語にも適用可
能であるが，基本的には異なることは言うまでもない('７１。まず，文字を書くの
はＷＲＩＴＥである。殴り書きするのはＳＣＲＩＢＢＬＢＳＣＲＡＷＬであり，落
書きする意も持つが，前者は，普き散らされた雑文を，後者は，ゾンザイさを
連想させる。一方，活字体で書くのはＰＲＩＮＴである。
現在でも，自分の名前ぐらいは手書きするだろう。自筆であることを強調す
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るＡＵＴＯＧＲＡＰＨは，名前だけでなく原稿に関しても適用される。記号を記
す意のＳＩＯＮは契約を，名を刻む意のINSCRIBEは贈呈を，同意する意も
持つＳＵＢＳＣＲＩＢＥは寄付，予約講読を連想させる。
個人的なメモなど，書き留めるのはＮＯＴＥである。本などに書き込むのは
INSＥＲＴ，ＩＮＴＥＲＰＯＬＡＴＥであるが，特に，行間にならINTERＬＩＮＥで，
ついでながら，下線を引くのは既出のＵＮＤＥＲLINE，印をつけるのは
ＭＡＲＫである。省略して記すことも多いが，速記するＳＴＥＮＯＧＲＡＰＨは
適用され得ない('8)。特に，音節を省略するのはＣＯＮＴＲＡＣＴ，略語にするの
はＡＢＢＲＥＶＩＡＴＥ，語頭や語尾等，省略するのは，比噛的にＣＬＩＰであろ
うか。ついでながらＡＢＲＩＤＧＥは，本などの縮約版を連想させる。
日記や帳簿をつけるのは，持続することも意味するＫＥＥＰで，特に，航海
日誌にはＬＯＧが適用される。手紙やIiiii説など，下書きするのはＤＲＡＦＴ，
ＤＲＡＵＧＨＴである。それらしい文章を書くには，すべきことがある。作文
するCOMPOSE，句読点をつけるＰＵＮＣＴＵＡＴＥ，段落を分けるＰＡＲＡ‐
ＧＲＡＰＨである。文章を練り，推敲するのはＥＬＡＢＯＲＡＴＢで，文字や語
句を削除するのはＯＢＬＩＴＥＲＡＴＥで，ＤＥＬＥＴＥは校正用語としても使用さ
れる。余分なものを削除して切詰めるのは，比l1ili的にＴＲＵＮＣＡＴＥで，何回
であれ，書き直すのはＲＥＷＲＩＴＥである。
一方，これらの文章を読むのはＲＥＡＤで，目読も音読も意味する。ついで
ながら，演説など，熱弁をふるうDECLAIMは朗読する意を持つ程に，演説
は，大凡，下書きがあるということか。読み方も様々で，払い読みするのは，
草を食む如くＢＲＯＷＳＥが適用される。飛ばし読みするのは，やはり比噛的に
ＪＵＭＰである。精査する如く糖説するのはＰＥＲUSE，熟視，熟考する如く
熟読するのはＰＯＲＥである。メモに関しては，書いた本人でさえも，ときに，
判じ物かⅡ府号を解読する様でＵＮＳＣＲＡＭＢＬＥ，ＤＥＣＯＤＥが適用されるこ
ともあるだろう。
（注》
｢はじめに』記した様に「ＳＰＥＡＫとＴＡＬＫを」と「音を」が詳しいので，
ここでは，補足も加えるが，略述しておく。
オノマトピアは，文法的には，主に，間投詞，感嘆詞であるが，ここで言及さ
れるからには，当然ﾛ動詞として機能するものがあるということである。
『はじめに』述べた様に「)Wi神的変化を＿「好意的及び非好意的関係・反応を」
｢好意的及び非好意的だけでない」において，言語が絡む，あるいは絡める部
１
Ｊ
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２
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く
Ｉ
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分を略述することになる。
（４）より露骨にならば'不快は，刃物など，兇器を，快は，飲食物などを，ちらつ
かせば十分であり，更には，百間は一見にしかず,で言葉よりも視覚の衝撃度
は大きいにもかかわらず，世の中，言葉による詐欺粉いのことが舵り通るのは
何故か，やはり，受け手の感性の問題なのか。
（５）注（３）に記した通りであるが「好意的及び非好意的だけでない」の『まとめ』
を見られたい。
（６）一人言ではないのか，と思わせる言語行為には，目のiiiに居ようと届まいと，
想定された札|手が居る場合，それも，相手は自分自身である，など，考えて見
るのも一興である。
（７）この後に言及される反論，反駁することも加え，この辺りの経緯は，肉体行動
も含めた「好意的及び非好懲的だけでない」の《敵意》が詳しい。
（８）予言に関してはＩ.はじめに』記された「ＫＮＯＷ及び'1,ＨＩＮＫに」のｒ思考』
を見られたい。
（９）「好意的及び非好意的だけでない＿の注（７）で，挨拶として，言葉を掛けるこ
との重要性は言うまでもないが，不問に付す，とされた．
(10）具体例は，既に,本稿のｒ発言」の《好き・嫌い》におけるスポーツ観戦への
言及に見て取れる。
(11）既に，嘘をつくことは，本稿の《人間性》でも話題になったが，鴎す，唆す．
となると￣緒神的変化だけでなく」の了行動的変化ｌを見られたい。
(１２）既述した《主張》のＤＥＣＬＡＲＥ他も，この仲間と考えて良いか。
(13）Ｔはじめに.｣)述べた様に「]〈ＮＯＷ及びＴＨＩＮＫに」の『知識」における記述
の一部と重複する部分あり。
(14）お説教は，諭す，諌めるから，更には，教え込む，洗脳する，へとつながって
行く。そこで「精神的変化だけでなく」の『精神的変化］の《理性》を見られ
たい。
(15）既に，本稿の《主張》でＭＥＮＴＩＯＮ他に，論及済み。
(16）誇張することは嘘をつくことにもつながり，注(11）も参照されたい。しかし，
客寄せの口上など，誇張して喋るのはＳＰＩＥＬであるが，その手管の価値は，
言葉遊びとして解釈すれば，一変する。
(17）どこまでを文字言語と見倣すのだろうか。句読点も含めてであり，いわゆる文
字だけではないのであろうが，その文字自身，絵文字も含むのならば，象形文
字に，判じ物，更に……
(18）苦し紛れに，その場凌ぎの新譜を作ることがあるが，硬貨を鋳造するＣＯＩＮ，
ＭＩＮＴが適用される。言葉は金なり。と言うことか。
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